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平
成　

年
度
に
は
、
区
内　

地

２５

１１

区
の
防
災
会
に
ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ

が
配
備
さ
れ
た
。
①
順
次
、
各
防

災
会
に
対
し
、
配
備
を
推
進
す
べ

き
で
は
。
②
防
災
会
が
独
自
に
設

置
す
る
場
合
の
助
成
な
ど
の
検
討

も
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

区　

長　

①
全
防
災
会
へ
３
カ

年
で
配
備
予
定
で
あ
る
。
②
区
が

主
体
的
に
配
備
す
る
こ
と
と
し
て

お
り
、
助
成
は
考
え
て
い
な
い
。

避
難
所
運
営
本
部
の
体
制
を
問
う

　

①
運
営
本
部
に
医
師
会
な
ど
四

師
会
か
ら
役
員
が
入
っ
て
い
る
避

難
所
は
何
カ
所
あ
る
の
か
。
②
四

師
会
と
は
、
会
議
な
ど
を
通
じ
た

信
頼
関
係
の
構
築
が
必
要
で
は
。

　

区　

長　

①
四
師
会
か
ら
役
員

が
参
画
す
る
体
制
に
は
な
っ
て
い

な
い
。
②
意
見
交
換
を
す
る
な
ど

連
携
を
深
め
る
機
会
を
設
け
た
い
。

　

予
算
規
模
が
４
年
連
続
で
、
前

年
度
予
算
を
上
回
っ
た
。
区
の
基

幹
収
入
で
あ
る
特
別
区
税
の
一
つ
、

特
別
区
た
ば
こ
税
も
前
年
度
予
算

に
比
べ
１
億
２
千
万
円
余
、
５
・

８
％
増
え
て
い
る
と
聞
く
。
中
野

駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
の
効
果
に

よ
っ
て
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
世
帯
や
昼

間
人
口
が
増
え
、
特
別
区
税
の
税

負
担
の
構
造
に
変
化
が
起
き
て
い

る
と
考
え
る
が
、
区
の
見
解
は
。

　

区　

長　

新
築
マ
ン
シ
ョ
ン
な

ど
へ
の
転
入
で　

歳
か
ら　

歳
前

４０

５０

半
の
層
の
住
民
が
増
え
た
こ
と
と
、

減
少
す
る
た
ば
こ
の
全
国
的
な
販

売
本
数
と
比
較
し
て
中
野
区
の
減

少
幅
が
小
さ
い
の
は
、
区
内
の
昼

間
人
口
増
加
が
一
因
と
分
析
す
る
。

指
定
管
理
者
制
度
を
生
か
せ

　

施
設
管
理
・
運
営
を
効
率
的
か

つ
効
果
的
に
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

図
る
目
的
で
導
入
し
た
指
定
管
理

者
制
度
だ
が
、
リ
ス
ク
分
担
や
事

業
評
価
な
ど
区
政
運
営
に
欠
か
せ

な
い
統
一
的
な
基
準
が
定
ま
っ
て

い
な
い
。
統
一
的
な
基
準
や
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
設
け
る
た
め
に
検
討

し
て
い
る
と
聞
く
が 
進  
捗 
は
。

し
ん 
ち
ょ
く

　

区　

長　

施
設
の
規
模
や
特
性

な
ど
が
異
な
る
の
で
、
統
一
的
な

基
準
を
定
め
る
に
は
至
っ
て
い
な

い
。
統
一
的
な
評
価
の
仕
組
み
や

考
え
方
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

ご
み
の
不
法
投
棄
を
防
げ

　

ご
み
の
不
法
投
棄
が
増
え
、
生

活
環
境
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

①　

年
度
の
区
内
の
不
法
投
棄
件

２４
数
と
処
理
経
費
は
。
②
不
法
投
棄

防
止
策
と
し
て
、
ご
み
集
積
所
に

監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
を
検
討
し
て

い
る
と
聞
く
。
今
後
の
不
法
投
棄

に
対
す
る
運
用
方
法
は
。

　

区　

長　

①
区
内
で
４
５
５
９

件
の
不
法
投
棄
が
あ
り
、
処
理
費

用
に
１
２
５
０
万
円
を
要
し
た
。

②
不
法
投
棄
を
抑
止
す
る
た
め
に
、

監
視
カ
メ
ラ
を　

台
購
入
し
、
指

２０

導
を
行
っ
て
も
改
善
の
難
し
い
集

積
所
に
一
定
期
間
取
り
付
け
て
適

正
排
出
へ
の
誘
導
を
図
っ
て
い
く
。

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
は
、

団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
と
な

る
２
０
２
５
年
を
見
据
え
、
高
齢

者
が
認
知
症
や
重
度
の
要
介
護
状

態
に
な
っ
て
も
可
能
な
限
り
住
み

慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
せ
る
よ
う
、

医
療
、
介
護
、
介
護
予
防
、
住
ま

い
な
ど
を
一
体
で
支
え
る
体
制
で

あ
る
。
①
医
療
と
介
護
の
具
体
的

な
連
携
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

②
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
ビ
ジ
ネ
ス
は
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
担
い

手
と
し
て
十
分
可
能
性
が
あ
る
と

考
え
る
が
ど
う
か
。
③
介
護
離
職

が
問
題
化
す
る
中
、
介
護
と
仕
事

の
両
立
支
援
を
強
化
す
べ
き
で
は
。

　

区　

長　

①
介
護
医
療
連
携
シ

ー
ト
な
ど
具
体
策
を
検
討
し
、
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
体
制
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。
②
介

護
・
福
祉
・
医
療
な
ど
ラ
イ
フ
サ

ポ
ー
ト
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
す
る
民

間
事
業
者
も
担
い
手
と
考
え
て
い

る
。
③
相
談
支
援
が
行
え
る
状
況

を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
多
様
な

情
報
を
提
供
し
て
い
き
た
い
。

レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
の
活
用
を

　

レ
セ
プ
ト（
医
療
報
酬
明
細
書
）

を
デ
ー
タ
化
し
活
用
す
る
こ
と
で
、

健
康
増
進
、
医
療
費
適
正
化
へ
の

施
策
が
可
能
と
な
る
。
①
補
助
金

が
活
用
で
き
る
事
業
で
あ
り
、
区

で
も
積
極
的
に
レ
セ
プ
ト
を
活
用

す
べ
き
で
は
。
②
全
国
健
康
保
険

協
会
と
連
携
し
、
情
報
共
有
や
健

康
施
策
へ
の
活
用
、
特
定
検
診
の

推
進
な
ど
を
検
討
し
て
は
。

　

区　

長　

①
生
活
習
慣
病
予
防

な
ど
の
視
点
か
ら
、
レ
セ
プ
ト
情

報
の
活
用
を
積
極
的
に
検
討
し
た

い
。
②
連
携
・
協
力
を
進
め
る
方

向
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

通
学
路
の
安
全
を
確
保
せ
よ

　

昨
年
度
、
通
学
路
緊
急
合
同
点

検
が
実
施
さ
れ
、
危
険
箇
所
へ
の

対
応
が
行
わ
れ
た
。
し
か
し
、
そ

の
後
の
点
検
、
計
画
は
予
定
さ
れ

て
い
な
い
。
①
「
合
同
点
検
の
実

施
方
針
」、「
通
学
路
安
全
確
保
の

た
め
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
実

施
方
針
」
を
策
定
す
べ
き
で
は
。

②
月
１
回
の
土
曜
日
授
業
で
は
、

通
学
路
は
交
通
規
制
が
さ
れ
て
い

な
い
。
中
野
、
野
方
の
両
警
察
署

に
規
制
を
要
望
中
と
聞
く
が
、
都

の
教
育
委
員
会
へ
も
強
く
働
き
か

け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

教
育
長　

①
学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
か

ら
通
学
路
点
検
の
要
望
が
あ
っ
た

場
合
、
警
察
署
と
調
整
し
て
点
検

を
行
っ
て
い
く
。
②
両
警
察
署
と

相
談
し
、
第
２
土
曜
日
の
交
通
規

制
実
施
を
要
請
中
で
あ
る
。
そ
の

結
果
を
踏
ま
え
て
、
今
後
の
対
応

を
検
討
し
た
い
。

　

放
置
さ
れ
た
空
き
家
は
防
災
・

衛
生
・
犯
罪
な
ど
の
問
題
を
招
く

危
険
性
が
あ
り
、
地
域
住
民
の
日

常
生
活
に
不
安
を
与
え
て
い
る
。

①
法
令
施
行
ま
で
に
問
題
が
生
じ

た
際
の
区
の
対
応
は
。
②
罰
則
を

含
む
条
例
を
制
定
す
べ
き
で
は
。

　

区　

長　

①
法
律
や
条
例
の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
、
区
民
の
問
い

合
わ
せ
や
相
談
に
は
誠
意
を
も
っ

て
対
応
し
、
敷
地
建
物
所
有
者
に

も
自
主
的
な
処
理
の
指
導
・
助
言

を
継
続
し
て
行
う
。
②
法
律
案
の

 
進  
捗 
状
況
や
、
他
区
の
条
例
な
ど

し
ん 
ち
ょ
く

の
運
用
状
況
を
把
握
し
つ
つ
、
区

独
自
の
取
り
組
み
を
検
討
し
た
い
。

区
政
に
人
口
統
計
の
活
用
を

　

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
人
口

統
計
の
施
策
へ
の
活
用
は
重
要
だ
。

①
具
体
的
な
活
用
例
は
。
②
生
産

年
齢
人
口
の
減
少
と
高
齢
者
の
増

加
へ
の
対
応
策
は
。
③
区
の
合
計

特
殊
出
生
率
が
低
い
が
向
上
策
は
。

　

区　

長　

①
「
新
し
い
中
野
を

つ
く
る　

か
年
計
画
（
第
２
次
）」

１０

な
ど
の
各
種
計
画
や
方
針
は
、
人

口
の
現
状
と
将
来
人
口
推
計
を
踏

ま
え
策
定
し
て
い
る
。
②
多
様
な

働
き
方
や
社
会
貢
献
で
き
る
仕
組

み
を
作
り
、
支
え
ら
れ
る
側
の
人

を
減
ら
し
支
え
る
側
の
人
を
増
や

し
、
持
続
可
能
な
社
会
保
障
の
構

築
が
大
切
と
考
え
る
。
③
さ
ま
ざ

ま
な
要
因
か
ら
対
策
は
難
し
い
が
、

子
ど
も
を
産
み
や
す
く
育
て
や
す

い
環
境
の
整
備
が
重
要
と
考
え
る
。

東
京
メ
ト
ロ
中
野
新
橋
駅
の 

改
装
工
事
完
了
時
期
を
問
う

　

地
元
住
民
の
長
年
の
夢
で
あ
る

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
工
事
の
完
成
時

期
は
、
駅
構
内
の
告
示
板
に
よ
る

と　

年
秋
口
と
あ
る
が
間
違
い
は

２６
な
い
か
。
予
定
変
更
が
あ
る
場
合

は
、
告
示
板
を
訂
正
す
べ
き
で
は
。

　

区　

長　
　

年
８
月
に
は
エ
レ

２６

ベ
ー
タ
ー
の
使
用
開
始
、　

月
に

１２

は
改
札
口
の
移
設
、
工
事
の
完
了

は　

年
２
月
の
見
込
み
で
あ
る
。

２７
告
示
板
に
つ
い
て
は
、
東
京
メ
ト

ロ
に
対
し
訂
正
を
申
し
入
れ
た
い
。

　

区
は
中
野
四
季
の
森
公
園
拡
張

用
地
を
公
園
用
地
と
し
て
取
得
し

た
が
、
整
備
は
一
向
に
進
ん
で
い

な
い
。
①
中
野
中
学
校
新
校
舎
に

南
側
か
ら
登
校
す
る
生
徒
の
た
め

に
、
拡
張
用
地
を
通
る
通
学
路
を

整
備
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
平
成

　

年
４
月
の
開
校
に
間
に
合
う
の

２６か
。
②
中
野
中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
と
拡
張
用
地
を
一
体
利
用
で
き

る
と
し
た
構
想
に
変
更
は
な
い
の

か
。
③
拡
張
用
地
は
暫
定
的
に
で

も
公
園
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う

整
備
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

区　

長　

①
整
備
は
平
成　

年
２６

３
月　

日
ま
で
の
工
期
で
行
う
予

１７

定
で
あ
る
。
②
当
初
は
一
体
的
な

利
用
を
検
討
し
た
が
、
現
在
で
は

災
害
時
に
出
入
り
で
き
る
門
扉
を

２
カ
所
設
置
す
る
こ
と
を
考
え
て

い
る
。
③
暫
定
整
備
を
し
、
一
時

開
放
す
る
こ
と
も
検
討
し
た
い
。

災
害
用
医
薬
品
・
資
器
材
備
蓄
の

充
実
を

　

区
は
医
療
救
護
所
を
設
置
す
る

各
避
難
所
で
、
備
蓄
品
の
充
実
、

強
化
を
図
っ
て
い
る
と
認
識
し
て

い
る
。
①
都
か
ら
医
療
救
護
所
で

使
用
す
る
災
害
用
医
薬
品
の
備
蓄

リ
ス
ト
の
案
が
示
さ
れ
て
い
る
と

聞
く
が
、
現
状
の
備
蓄
状
況
は
。

②
医
薬
品
な
ど
の
ス
ム
ー
ズ
な
調

達
に
は
薬
剤
師
会
な
ど
関
係
機
関

と
の
連
携
が
必
要
と
考
え
る
が
、

連
携
は
ど
の
よ
う
に
図
ら
れ
て
い

る
の
か
。
③
早
急
に
備
蓄
内
容
の

充
実
が
求
め
ら
れ
る
が
、
平
成　
２６

年
度
予
算
へ
の
反
映
状
況
は
。

　

区　

長　

①
医
療
救
護
所
に
、

主
に
急
性
期
に
使
用
す
る
救
急
医

薬
品
や
医
療
器
具
を
配
備
し
て
い

る
。
都
の
備
蓄
リ
ス
ト
案
を
参
考

に
、
備
蓄
の
方
法
な
ど
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
く
。
②
関
係
機
関
な

ど
で
構
成
す
る
災
害
医
療
連
携
会

議
を
設
置
し
、
連
携
を
図
る
体
制

を
構
築
し
た
。
今
後
、
こ
の
会
議

体
を
通
じ
、
災
害
医
療
体
制
を
検

討
す
る
。
③
薬
剤
な
ど
の
備
蓄
は

検
討
中
の
事
項
で
あ
り
、
検
討
の

状
況
に
よ
り
予
算
化
を
図
り
た
い
。

　

①
「（
仮
称
）
本
町
五
丁
目
公
園

基
本
設
計
（
案
）」
に
つ
い
て
の
意

見
交
換
会
の
後
に
、
周
辺
住
民
か

ら
落
ち
葉
の
問
題
が
寄
せ
ら
れ
た

と
聞
く
が
、
ど
の
よ
う
な
要
望
が

あ
っ
た
の
か
。
②
中
野
通
り
側
に

は
ケ
ヤ
キ
の
大
木
が
多
く
残
っ
て

み
ん
な
の
党　

石
川　

直
行

防
災
会
へ
の
ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ

設
置
を
推
進
せ
よ

自
由
民
主
党
議
員
団　

伊
藤　

正
信

平
成　

年
度
予
算
を
問
う

２６
公
明
党
議
員
団　

木
村　

広
一

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を

確
立
せ
よ

自
由
民
主
党
議
員
団　

佐
野　

れ
い
じ

増
え
続
け
る
空
き
家
問
題
の

独
自
解
決
策
を
早
期
に
検
討
せ
よ

自
由
民
主
党
議
員
団　

内
川　

和
久

中
野
四
季
の
森
公
園
拡
張
用
地
を

適
切
に
整
備
せ
よ

自
由
民
主
党
議
員
団　

吉
原　

宏

（
仮
称
）
本
町
五
丁
目
公
園
の

整
備
計
画
を
問
う

お
り
、
落
ち
葉
の
時
期
は
、
風
向

き
に
よ
り
大
量
の
落
ち
葉
が
周
辺

の
道
路
や
住
宅
に
飛
ん
で
く
る
。

周
辺
住
民
は
清
掃
な
ど
が
大
変
で

あ
る
が
、
区
は
ど
の
よ
う
な
対
応

を
と
っ
た
の
か
。
③
今
後
の
区
の

（
次
頁
に
続
く
）


